
貨幣数量説と新しい塑の′インフレーション  

ーハロッドの物価理論の研究・－－  

篠 崎 敏 雄  

序  

この小論では，ハロッドの物価疫関する比較的新しい学説について，考察す  

る。ハロッドは，経済動学または動学的経済学を論ずる紅あたり，従来，物価  

の問題あるいはインフレーションの問題を，はとんど取り扱っていなかった。  

しかし，′比較的近年紅おいてほ，現実に．おけるこの間題の重要性を考慮して，  

インフレ－ション，とく紅「賃金＝物価の悪循環」の問題について－，よく論じ  

るように．なっていた。   

ここでほ，とくに．彼の著書「貨幣」“Money”（1969）と，同じく「経済動学」  

uEconomic Dynamics”（1973）に，おける学説について詳細紅．考察し，その難  

解な点の解明や，学説の特徴や問題点等紅・ついで，若干論じてみたいと思う。  

Ⅰ貨幣数鼠説にし対するノ、ロッドの見解  

ハロッドは，その著「貨幣」“Money”（1969）に・おいて，その貨幣理論の・一・部  

として，貨幣数量説に・ついて論じている0まず，数巌説の分析武静である数盈  

方程式について論じる。   

第一に．，有名なアーーダイング・フィツシヤ一教授紅・よって定式化された形の  

数鼠説紅ついて述べ，さらに，いわゆるフィツレヤーーの交換方程式紅・ついて－論  

じる。フィツシヤ・－の交換方程式ほ．，周知のように・，たとえば次のように・示さ  

れる。  

几すy＝Pr  

ここで，〟は貨幣数堅，Ⅴほ貨幣の各単位が流通上使われる平均回数，Pは価   
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格水準の指数，rは取引水準の指数である。ハロッドは，この方程式を次のよ  

う軋評価している。「これらの方程式についていわれるぺき第一一・のことほ，もし  

諸変数の包摂範囲が完全であり，かつ右辺の指数が適切に加重されているもの  
（1）  

とするならば，これらほ必然的に．員理であるということである。」   

しかし，この点についての困難性をも指摘して：いる。すなわち，その場合「包  
（2）  

摂範囲が完全であること紅．ほ若二‡二の困難があり得る」とし，具体的紅ほ，贈与，  

貸付について例示し，またホートリ・－の貿易手形の割引紅関連した議論をも引  

用している。そして，「定際上の観点からは，フィツジャーの方程式は，あまり  
（3）  

に．も包摂的であること紅・困難があると考えていいであろう」と批判している。  

たとえば，アとrとは，われわれが通常ほあまり興味を持たない，経常取引  

と資本取引の混合物だからである。   

つづいて，もう－■・りの種類の貨幣数愚説である，ケンブリッジ型の数嵐方程  

式紅ついてこも論じている。   

その中で，まずケインズの「貨幣改革論」“A Tracton MonetaryReform”  
（4）  

（1923）の中に示されたものが取り扱われる。ノ＼ロッドはこの方程式を評価し  

て，「この巧妙な処置の目的ほ貨幣理論を価値の一般理論といっそう密接紅調和  
（6）  

させようとすることに．あった」としている。ここ紅も，ケインズ学説の重要な  

特徴が現われていると考えられる。   

そして，ケンブリッジ方程式全体の特徴については，ケンブリッジ方程式の  

方がフィッシャ」－の方程式よりもいっそう同義重複的紅・みえるのほ，奇妙なこ 

とであると述べ，双方の式の性格を，具体的な例を挙げて＼比較し七いる。そ  

して，フィツレヤ」－の方程式との比較で，ケンブリッジ方程式の利点として  

は，「ケンブリッジ方程式ほ株式取引所取引を大部分方程式の申の要素とレて  

（1）RoyHarrod；Money，1969，p．153．（塩野谷九十九訳，貨幣，東洋経済新報社，   
182ぺ」－ジ）  

（2）0♪一．Cよf．p．154．（邦訳，1幻ぺ一汐）  

（3）〃♪．cff小pい154．（邦訳，184・ぺ－ジ）  

（4）J。M。Keynes；A Tract on Monetary Reform，1923，pI77．  
（5）Harrod；Money pu156い（邦訳，186ぺ・－i7）   
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貨幣数螢説とインフレージョン  －2J・－・  21  

（6）  

とり入れないという利点をもっている」としている。   

次紅，ピグーー・たよって示された一層複雑な形のケンプリッ汐方程式に．ついて  

簡単に述べ，さらに．．それと比較する形で，ノ、ロッド自身の方程式に．ついて：も述  

べている。こ．こでほ，ハロッドのケンブリッジ方程式に．ついて論ずることが主  

眼であるが，説明の都合上，まずピグーの方程式紅ついて，詳しく考察し，つ  

づいてハロッドの方程式に二ついて論じることにする。この部分ほ難解であるの  

で，詳しく考察したい。   

ピグーの方短式ほ次のように示される。  

（7）  

P＝（丹ゐ（トC））  

ここ．でPは価格水準の逆数であり，貨幣の購買力を表わす。（これほ，フィツ  

レヤーの方程式におけるダの逆数であること紅注意すべきである。）忍は実物  

的資源realresourcesと呼ばれ，実物的生産額を示すものである。kは，人J  
（8）  

々が生産額に対し購買力を保有することを望む比率である。〟ほ法貨の鼠であ  

る。Cは人々が法貨の形で保有することを望む尾月（厳密にほゐ属／P）の比率で  

ある。これな分りやすく言えば，人々が金貨酪需要のうちで，法貨の形で保有  

することを望む比率である。このことに∴⊃いては，後はど詳しく説明する。そ  

こで，全貨幣が法貨（紙幣と硬貨）．および預金通貨から成っ′といるとすると，  

1－・Cほ，金貨幣需要嵐のうちで，預金通貨での需要の割合となる。   

次に・，このピグーの方程式の意味内容を，より分りやすぐするために，次の  

ように変形してみる云  

〟＝〈c＋ゐ（卜C））   

∴巌什（ゐ（1－C））  

（6）坤．c∠f．p．157．（知訳，187ぺ一－ジ）  

（7）硬㌦d■fいpい157い（邦訳，188ぺ・一汐）  

（8）〝ヱを法貨の需要盈，∽′を預金通貨の需要意とすると，点は次のように表わされる。  

仁′’ゲ  

ここで凡′pほ，名目的な生産額である。   
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第51巻 寛1・2号  －－22－－  22  

この最後の形の方程式において，屈／Pは，Pが価格水準の逆数だから，金額  

で表わした生産額，す－なわち名目生産額である。また，・紹／Pはそれ紅対して，  

非銀行部門払おいて保有するる貨幣の需要額である。一cほ，そのうちで法  

貨の形で保有する貨幣の需要酢ある。他方一（1－C）は，預金通貨の形で  

保有する貨幣の需要額である。さらに・iゐ（1－C））ほ・，一（1“り・ゐであ  
り，預金通貨の需要残高紅対応する，銀行部門の（保有）法貨需要額である。   

このよう紅して，上の最後の方程式の右辺の第一項ほ，非銀行部門における  

法貨の需要額であり，第二項は銀行部門に・おける法貨の需要額である。また，  

右辺全体は，非銀行部門と銀行部門に．おける，（保有される）法貨の需要総額で  

あり，左辺は，法貨の供給額となる。・そして，この等式は，法貨の需給－＝▲致の  

条件を示しているのである。   

このよう紅して，最初に掲げたピグーの方程式ほ・，やほ．り，法貨の需給叫致  

という条件を示しているのである。   

ノ、ロッドは，この方程式の目的に．ついて次のように示す。「この定式化－・今  

日ではその利点はあまりにも明瞭であるようには患われないが叫の目的は，  

価格水準と法貨の鼠との閤紅直接的な比例隙係を確立しようとするために・ほど  

（9） の値を不変と想定すべきかを示すことに．ある。」このことは，ピグーの方程式を  
次のように．変形すれば，さらによく分る。  

P〟＝尾月〈c＋ゐ（1－－C））   

ここでP凡才ほ，価格水準と法貨の鼠との比率の逆数である。   

ハロッドほ，このピグーの複雑なケンプリッ汐方程式は，単純な形式のもの  

と同じように，必然的な裏理であるとしている。   

次には，ハロッド自身が示すケンプリッ汐方程式について考察してみる。ま  

ず；これから示すハロッドの方程式と比較レやすい形匿・，ピグMの方程式を変  

形すると次のよう紅なる。  

♪＝〈如舶（卜の〉  

（9）〃♪．cよ才。pイ157．．（邦訳，188ぺ－ジ）   
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これ紅対し，ハロッドの方程式ほ次のようなものである。  

P＝桝十烏′択トー′）｝  

これを，変形したピグー・の方程式と比較すると，両者が形の上でほ非常によく  

似ていることが分る。   

ところで，ハロッドの式で，J，ゐ，ゐJ以外の記号の概念は，ピグーの式紅お  

ける一ものと周じである。ゐほ，ピグーとハロッドと双方の式に含まれているが，  

両者紅おける概念ほ異なること紅注意すべきである。Jはすべての支払いのう  

ち，人々が（小切手に．よるよりはむしろ）法貨紅．よって支払いを行なおうと、希  

望する割合である。烏は，一・定期間に．おけるすべて－の法貨支払いに対し，人々  

が平均的に法貨の形で保有しようと希望する額の割合である。また，ゑJほ，同  

じ期間紅おけるすべての小切手支払いに対し，人々が銀行預金の形において保  

有しようと希望する額の割合である。ここで烏とJをかけ合せると，「すべて  

の支払いに．対し，人々が平均的紅法貨の形で保有しようと希望サーる額の割合」  

となる。それは，Jと烏をそれぞれ分数の形で考えると，～の分子とゑの分母  

とが同じ数値であることから，そうなるのである。   

次に．，このハロッドの方程式を次のように変形して，その意味するところを  

理解しやす）、形犯してみよう。  

瞑雄＋烏′カ（卜′）｝   

∴〟＝糾－ゐ′ゐ（1－′）   

ここで，右辺の算・一項に．ついて考え．てみると，点／Pは前述したよう紅名目生  

産額である。この生産額が一周だけ取引される時の全支払い額は，やはり点／P  

と考えることが出来る。これ牢蘭し，前述の「すべての支払い紅対し，人々が  

平均的紅法貨の形で保有しようと希望する額の割合」である烏Jをかける。忍／P  

についての全文払い額が，このゑJに・含まれている「すべての支払い」紅等し  

いものと考えると，（皮／P）烏Jは，「人々が平均的に・法貨の形で保有しようと希  

望する額」となる。これが上記の方程式の，右辺第一項の値の意味するところ   
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である。   

次に．；右辺の第二項について考え．てみよう。鳥／は「すべての小切手支払いに 

対し，人々が銀行預金の形で保有しようと希望する額の割合」である。またぁ  

ほ．，「銀行の法貨保有鼠が，・・その預金債務に．対して占める割合．」である。「人々  

が銀行預金の形で保有しようと希望する額」は，ここで言う「銀行の預金債務」  

の借と等しいものと解される。そこで，これらは，分数の形で考えた点†の分子  

と，ゐの分母と紅含まれているので，ゐ′ゐにおいてほその部分が相殺されてし  

まう。そ・の結果，ゐ′カの値ほ，「サぺての小切手支払t、」紅・対する「銀行の法  

貨保有鼠」の比率となる。   

また（1－－J）ほ，前述のJの定義から分るように・，「すべての支払いのうち  

小切手紅よる支払い」の割合であるb そこ・で，それぞれ分数の形で考えたゑ／ゐ  

と（1－・J）とをかけ合わせると，小切手支払いの分が相殺され，烏／ゐ（1－J）  

ほ，「すべてこの支払い」の額紅対する，「銀行の法貨保有患」の比率となるdさ  

らにこれに射し，この「すべての支払い」に・等しい額と考える点／Pをかけ合わ  

せると，（尿／P）ゑ′ゐ（1－～）は，「銀行の法貨保有盈」，言いかえれば，銀行部門  

に．よる，（保有）法貨の需要鼠となる。これが，上記の方程式の，右辺第二項の  

意味するところである。   

このよう乾して，変形されたノ、ロッドの方程式の左辺ほ法貨の供給盈，右辺  

ほ非銀行部門払おける（保有）法貨の需要愚と，銀行部門の（保有）法貨の需  

要畳との合計となる。このように・して，ハロッドの方程式も，法貨紅ついての  

需給一山致の条件を示していることが分る0   

また，最初の形のハロッドの方程式に・おいて，左辺は価格水準の逆数を意味  

するPであり，右辺に・は法貨の供給鼠である〟を含んでいる。そこ■で，この  

方程式は，法貨供給盈と価格水準との関係が示されているとも，言うことがで  

きる。  

ところでハロγドは，ピグ・－の方程式紅含まれているC（人々が法貨の形で  

保有しようと欲するゐ即Pの割合）と，それ紅対応するハロッドのJ（すべて  

の支払いのうち人々が（小切手によるよりはむしろ）法貨に・よって支払いを行   
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なおうと欲する割合）とを比較する。そして，ビグ－・のCは人々が実際紅もつ  

欲求に・ほまったく関係をもたないように．思われるとし，他方彼のJは操作可能  

であるとする。   

最後に・，数愚説全体に対する，現状と妥当性に．ついて，その評価を次のよう  

紀行なっている。「‘数巌方程式紅関するかぎり，その数多ノくの可能な定式化のど  

（10） れをとる乾せよ，・そ・れは．挑戦不能の必然的真理である。」   
また，数愚説の真髄とも言うべきもの紅ついて－ほ，フィッシャーの交換方程  

式紅関連し，次のように述べる。「私がここでいいたいことは，厳格な形のもの  

にノせよ修正されたもの紅せよ数巌説の呉髄ほ，Pの値ほ．yおよびアの外生的  

ないし誘発された変化をもあわせ考慮したうえでの且オの変化の結果であると  
（11）  

いう主張紅あるということ，これである。」   

次に・，ノ、ロッドは，最近のコストニプッシュ的物価上昇の傾向に基づき，「■数  

恩説論者」紅対する，決定的な批判をする。彼ほ次めよう紅言う。「’もし私が近  

年イギリス紅おける（1968年）物価騰虫は賃金稼得者が団体交渉によって生産  

性の経常増加を越える賃金増串を得ること紅成功したことに・よるものであった  
（12）  

と示唆するならば，私は数鼠説の精神から離れるこ．とに．なるであろう。」こ．のノ、  

ロッドの指摘サーる物価上昇の原因は，従来の貨幣数鼠説で説いていた物価上昇  

の原因とは，全く異質なものである。つづいて，この物価上昇と数盈方程式と  

の関係に．ついて，次のように述べる。「私ほ，当該期間紅．おいては銀行組織に．よ  

る貨幣供給の増加率は，Pr－・それはこの文脈匿．おいてははばGNPの貨幣  

値紅．よって代表されるものとみてよいであろうーの増加率よりも低く，した  

がって，数盈方程式に．よって，流通速度が上昇していた紅相違ないと指摘しう  
（18）  

るであろう。」このことは，昭y＝Pr，したがってy＝P7ソ〟紅．おいて，〟の  

増加率がPrの増加率よりも低く，したがって，それだけyが上昇したとい  

（cf．邦訳，189ぺ一汐）  

（邦訳，190ぺ－・汐）  

（邦訳，191ぺ」－ジ）  

（邦訳，191ぺ－ジ）   
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うので挙る。そ・して，ハロッドは，このことの理由として，現金残高紅おいて  

保有する実質価値をより少くしようとする自生的欲求が存在してJ、たという考  

えを否定した上で，次のよう紅云う。「生産者ほ．過度の賃金増加紅同意したこと  

に．よって彼らの生産費を高め，その結果もし彼らが企業を存続しようとするな  

ら価格を高めざるをえなかったのであるから，Pの増加はまったく直接かつ単  

純に過原の賃金契約紅よるものであって，そ・れがyを高めるという必然的効果  
（14）  

をもたらすに至ったということ，これである。」そしゼこれと関連して，イギリ  

スの物価騰曳傾向の基本的な原因紅ついて－述べ，そのことから，数暴説紅つい  

ての評価を，次のように述べている。「’正直のところ私ほ，価格勝島をひき起し  

たのほ償金増加であったと信じている。この告白に．よって私は，正しく定式化  

された数患方程式の永久的妥当性ほ認めているけれども「数愚説論者」となる  
〈15）  

権利は放棄すべきであると考える。」   

もちろんハロッドほ，最近のイギリスの物価騰貴の基本的原因紅ついて言っ  

ているのであって，貨幣数盈説が常に．全く現実に．あて－はまらない，というよう  

なことを言っているのではない。 

ⅠⅠハロッドの新しいインフレー・ション論  

ハロッドは，その「経済動学」“Economic鴎namics”（1973）紅．おいて－は，「イ  
（16）  

ンプレ－ション」という山章を設け，この問題について詳しく論じている。こ  

れほ，「動学的経済学序説」“Towards a DynamicEconomics”（1948）に．おいて  

は，全く無かったことである。   

彼はまず，用いられている「インフレーション」の語義として，ニつのもの  

を考えている。－▲つぼ，インフレ・－Vヨンの「能動的意味activesense」であ  

り，もう－・つはその「受動的意味passive sense」である。能動的意味とは，  

（14）0♪．c云≠．pい160小（邦訳，191ぺ・－汐）  

（15）〃♪．cよォ．．p．．161．（邦訳，192ぺ・－・ジ）  

（16）Roy Harrod；Economic Dynamics，1973，pp．．81－99”（宮崎義一訳，ハロッド  
経済動学，丸首，127－56ぺ－汐）   
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「紙幣その他の過剰な鼠の発行に．おける悪い政府の活動」の意味であり，受動的  
（17）  

な意味とほ，「その結果生じた国家通貨把おいて称された物価め上昇」である。  

そして，最近は，受動的意味すなわち物価上昇の意味紅」削、られているとする。   

とこ．ろで，このインフレーーションの原因についての現代的問題として∴「過度  

の黄金上昇の容認」ということを挙げている。すなわち，いわゆるコスト＝プ  

ッシュ．型のインフレ－ジョンというものを重視しているのである。イギリス近  

代史に．おいて，貨幣価値はずっと安定していたが，第二次大戦後，事情が変化  

したとしている。これほやほり，新しい要因として，コスト＝プッシュ的イン  

フレ原因が，重要な役割を演じるよう軋なったことのためと考えるのセある。   

次紅ノ、ロッドほ．，彼白兵が考え．るインフレーションについての原因と対策を  

論ずる前に，その師ケインズの物価論紅ついての評価を行なっている。このこ  
（18）  

とほすでに．，前に．論じた「貨幣」（1969）紅．おいても行なっているが，「－経済動学」  

（1973）紅．おいて．も，ふたたび取り上げている。そして，・その師ケインズの物価  

理論紅．ついてほ，次のような評価をしている。   

ノ、ロッドは，ケインズの「貨幣論」“ATreatiseonMoney”（1930）における  

物価論と，「雇用，利子および貨幣の山般理論」“TheGeneralTheory of Em－  

ploymentInterest and Money”（1936）における物価論とを比較している。  

ケインズの「貨幣論」に．ほ．，有名な基本方程式があるが，これの物価理論紅お  

ける長所として，「物価上昇に対するコスト＝プッシユとディマンド＝プルの寄与  

の区別」を挙げでいる。ところが「一・般理論」においてほ，コスト＝プッシュ  

がはとんど姿を消したのである。しかしi「貨幣論」に．おいてコスト＝プッシュ  

紅ついて述べていると言っても，質金プッシュ紅．よるインフレー・ジョンへの効  

果ほつけたり的であると，ノ、ロッドは考えているのである。   

ケインズが「貨幣論」紅おいて，賃金プッシュ紅よるコスト＝プッ′シュ型の  

インフレ原因を取り扱ったのほ，当時に．おいてすでに．その要因があったためで  

（17）〃♪．c壷fいpn82り（cf‖ 邦訳，128－9ぺ－汐）  

（18）R．，Harrod；Money，pp．162p8．（邦訳，193・－201ぺ・－iy）  
（19）J．MいKeynes；A Treatise on Money，1930，VOl，1，pp．135－7．．   
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あろうし，また，それを取り上げたとしてもそれほど重要視しなかったのは，  

もちろんコ．スト三プッシュ的要因が，今日はど重大なものではなかったためで  

あろうと思われる。さらに．「一般理論」に・おいて，こコスト＝プッシュ的要因が  

はとんど姿を消したのほ，籍一・にほ，ケインズがごの書物を背いた時点が世界  

的大不況の途中であり，コスト＝プッシュ的要因が実際に．はとんど姿を消した  

ためと思われる。そして第二紅．は，ケインズが，当時大きな関心を持っていた  

のは，インフレー・レヨンよりもデフレ－ジョン，したがって失業の問題であっ  

たためであろう。   

次にハロツトは，ディマンド＝プル・インフレー・レヨンとコストプッシ．ユ型  

のインフレ－ションである「賃金＝物価の悪循環」との因果関係について述べて  

いる。今βでもって社会の総貨幣所得，0でもって財の総産出高とすると，コ  

スト＝プッシュ的要因は昂／0の増大で表わされる。すなわち，労働の生産性以  
（20一）  

上の賃上げが行われると，旦／0が上昇すると考えるのである。そし′こ，」町0  

の上昇ほディマンド＝プル・インフレ－ジョンがある時紅も起りうるがり それ  

が全くない時紅．も起りうるのである。この結果，就業労働者の負金増大申要求  

があり，これ虹射し他方でほ（とく軋不完全競争下に．おいて）生産者の価格調  

整などがある。このよう紅して，いわゆる「■賃金＝物価の悪循環wage－price  

Spiほ11ing」が生ずるのである。この過程は失業の有額紅かかわらず生ずるの  

で，この結果失業を伴った物価上昇，あるいは不況下での物価上昇が生ずるム  

これは，いわゆるスタグプレ－ションと言われる現象であるが，彼はこの表現  

を使っていない。こ．のように．して，一・方ディマンド＝プルは「賃金＝物価の藩循  

環．」をひき起すかも知れないが，しかし，あらゆるその悪循環が，この理由に  

よるとほ言えないのである。ノ、ロッドほそのことを，米英の実例匪ンついて例証  

している。   

このように，ディマンド＝プルがなくても「賃金＝物価の悪循環」が生ずると  

いうところ紅．最近の新しい問題があるのである。そして－，この新しい問題－  

（20）もちろん，この関係ほ大よその関係であって－，厳密紅は，Ⅳでもって貨幣賃金所得  

とすると，呵／0の上昇でもって考えないといけない。   
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ふつうほスタグフレージョンの問題として把えられている問題に，ハロッドは  

彼なりの解明を与え，またそれ紅√基づいて，対顔の解答を与えようとしてし、る  

のである。   

次紅，「質金＝物価の悪循環」の原因と対策紅ついての，ハロッドの議論につ  

いに考察してみよう。   

ノ＼ロッドほ，「賃金＝物価の悪循環」の原因は，広義紅おける社会学的なもの  

であり，経済学的なものでほないとして．いる。ここ紅，ハロッドのインフレ－  

レヨン理論の重要な特徴があると思われる。ハロッド揉，悪循環発生の具体的  

原因を，三つの段階紅分けて一考えている。   

第…・▲は，「より多額な賃金を要求する側におけるより大きな程度の積極行動主  
（21）  

義activism」を挙げている。すなわち，労働者が今まで以上紅活発紅賃上げ 

を要求するように．なったことが，第一・の原因であるとしている。このことは，  

労働の生産性の上昇以上の賃上げ要求紅つながるのである。  
（22）   

発こほ，「賃上げを認める人々の鱒怖おける鵬屑容認的な態度」である0すな  

わち，先進国紅・おいて－は，主として不完全競争市場に・あり，自社の生産物の価  

格を自由に上昇させることが容易な条件紅ある。したがって，労働者との争い  

を避け，比較的抵抗なしに労働者の質．上げ要求を認める。その結果，コスト上  

昇のため，そのままでほ利潤が圧迫されるが，そ・れを埋め合せるように生産物  

価格を上昇させるのである。  
（23）  

第三偲，「最終購買者の側紅おける，より大きな容認的態度」を挙げている。こ  

れも常にはなかったこ．ととしている。   

しかし，ハロッドほ，「賃金二物価の悪循環．」の基本的原因として，「生活の実  
（2隻）  

賀水準の向上」ということを強調している。すなわち，歴史の・－■時期紅．，人口  

の重要な諸部分がより積極行動主義者activistに．なる原因は，生活の実質水  

（21）Harrod；Economic Dynainics，p．．91．（cf．邦訳，142ぺl－i7）  
（22）0♪．c〟．pい91．（cf－邦訳，142ぺ一汐）  

（23）0β，．C≠f‖ p．91ハ（cf…邦訳，142－3ページ）  

（24）0♪，C套f小p‖91．（邦恥143ぺ・一汐）   
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準の向上紅あると考えるのである。それは，賃金取得者ほ最低生活水準よりも  

十分高い賃金を得ていて，これを低下さ、せまいと懸命紅なっているからなのだ  

と。このことを，トクヴィルde Tocquevilleの「アン1ンヤン・レiy－ム」と  

いう書物からの引用により，フランスの革命家達の要求との比較をしながら主  

張している。   

このように，コスト＝プッシュに基づく「賃金＝物価の悪循環」の原因を，広  

義の社会学的な見地から分析している。   

そして，この悪循環の原因の分析を基礎とし，その対策についても論じてい  

る。ノ＼ロッドに・よれば，悪循環の原因ほ経済学的なものでほなく，広義の社会  

学的なものであるので，経済学的な原因紅・よる需要インフレ－ジョンとは違っ  

た対策が必要になるのである。すなわち，ディマンド＝プル型のインフレ－・シ   

ョンほ金融引締と黒字財政で克服されるが，コスト＝プッシュ型のインフレー  

ションは，それでは駄目である。すなわち，それとは違った対策が必要なので  

ある。   

ノ＼ロッドの考えている悪循環の対策としてほ，「所得政策」を考えている。こ  

れは，賃金・物価の動向への公的な干渉であり，そ／の目標は賃金の増加率の総  

平均が，生産性の増加率の総平均を超えないように．物価を安定させることであ  

る。この所得政策にもこ通りあり，・－・■つは強制的でない方法であり，それが有  

効でない場合紅ほ，もう一つのものとして，法的制裁を伴う手段に．よる方法が  

ある。要する紅．，ハロッドは，平和時に．おける賃金・物価の激しい上昇という  

現象は新し）・、現象なので，それに．対処するのにほ，所得政策という新しい手法  

を必要とすると言うのである。   

所得政策につい・ては，種々の人々が論じているが，ハロッドほ，「賃金＝物価  

の悪循環」の対策紅ついてほ，これ以外に．其の決め手ほないと考えていたよう  

である。   

次紅ノ、ロッド鱒，インフレ－レヨンの問題紅関連して，「ハロッドの二分法  

Harrod’s dichotomy」なるものについて述べている。この呼名は，ハロッドが  

1969年紅，エ・コノミスト誌紅送った，インフレ・－ジョン問題紅関する一通の手   
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紙紅対し付けられた，見出しなのである。   

ハロッドは，この二分法庭関連して－，収穫逓減の法則が働く場合と，収穫逓増  

の法則が働く場合とを疲別する。ノ収穫逓減の場合として－，食料や原材料等の生  

産を考え．ている。これらの生産物の生産規模の拡大の場合には，平均費用が高   

まる。したがって，それらの生産物紅対する需要が増加すると，生産物の価格  

を引上ぼるこ．とに．なる。また，収穫逓増の場合として，製造業やサーゼス業を  

考えている。‾これらの産業の生産物ほ，生産規模の拡大ととも紅，平均費用が  

次第に．下る。したがって，それらの生産物軋対する需要が増加すると，生産物  

の価格を引下げる′こと紅なる。そして■，先進諸国では，収穫逓増部門匿、投じら  

れる所得の割合が，収穫逓減部門紅投じられるものよりも，ますます大きくな  

るとする。そうすると，先進諸国においては，生産能力に．余裕のあるかぎり，  

需要を増大すると，それが物価を下げる効果を持つことになる。また逆に，不  

況で需要が減退すると，かえって物価が上昇するということ紅な・る。ノ、ロッド  

はこの効果を強調しようとしているのである。そして，彼は，イギリスはもち  

ろん，収穫逓増部門のク．エイトの高い国と考えている。日本紅ついて：は何も述  

べていないが，これも同様であると考えられる。   

ところでハロッドは，「ノ＼ロッドあ二分法」の真髄として，次のようなことを  

考えている。すなわち，総裔要の上昇傾向および下降傾向に関連して，状況に  

応じて種類を異にする二つの全く別の力が作用してこいるということである。そ  

の状況というのは，・一つは財・サTビスの総実質需要が潜在的供給力を超えて  

いる場合と，もう一一つほ．給実質需要が潜在的供給力紅足りない場合とである。   

そ・して，前者の場合については次のよう紅言う。「もし財・サ」－・ビスの実質需  

要が一・国経済の潜在的供給力を超えているならば，埋められるぺきギャップが  

存在する。これがもし価格上昇で埋められなければ，不可避的に在庫の減少が  

起る。この食いつぶしほ．無限に続くことはできず，したがってやがては，ギヤ  
t：5）  

ツプは価格インフレ－レヨンによって埋められねばならない。」要する乾この場  

合に．は，ディマンド＝プル・インフレ・－ションが生ずるのである。  

（25）〃九Cれpb．95－－6．・（邦汎149ぺ一汐）   
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さらに，後者の場合についてほ，次のよう1・に述べる。「しかしもし・総実質需要  

が－一個経済の潜声萬供給力を下回っているならば，価格ほ，ギャップを埋める  

の軋十分なはど下落する必要はないのである。そ・れほそ・の分紅応ずる生産減少  
（26）  

と失業の増大紅よって埋めることができる。」要するに，この場合紅は．デフレ・－  

ションが生ずるが，それは物価の下落のみならず生産減少と失業の増大を伴う  

のである。   

総実質需要が潜在的供給力を超えている時紅ほ．，金融・財政政策で需要を減  

少させなければならない。そうでないと，物価ほ不可避的に上昇する。総実質  

需要が潜在的供給力紅満たない時には，需要を減らしたり，インフレーション  

を消滅させたり減少させたりする必要がない。しかし，物価下落の必然的傾向  

ほない。そこで，需要を増加させる金融・財政政策ほ，需要が潜在的供給力を  

超えでいる時のような効果ほない。すなわち，需要を増加させるとと紅よって  

物価下落を防ぐというような効果ほないのである。   

このような需要不足の状態においてほ．，ハロッドほ， そのような金融・財政  

政策ほ逆効果を持つかもしれないと考える。もし平均して，規模紅閑ナる収穫  

逓増の状態に．あるならば，需要を減らすための金融・財政政策ほ費用を引き上  

げる。これは，財・少－ビスの供給者匿価格引上げを強要すること紅なる。こ  

れ紅．反しで，需要を増大させる拡張主義的金融・財政政策は，供給者紅・価格引  

下げを可能ならしめる。そして，賃上げ圧力が存続する場合紅ほ，需要を増和  

させる′金融。財政政策はインフレ率を低下させ，需要の減少はインフレを加速  

させる。   

ことでノ、ロッドほ，フィリップス曲線の考え方への批判をする。フィリップ  

ス曲線の考え方紅．よると，需要が潜在的供給力堺下の場合でも，需要を減少さ  

せる政策をとれば，賃上げ圧力を弱めインフレを減退させるとする。しかしハ  

ロッドほ．，需要を減らし失業が増え，それが賃金上昇率を下落させて物価を下  

落させるカよりも，売上げを減らすこと紅より実質単位費用を引き上げて，物  

価を上昇さふるカの方がまさると考えている。これはもちろん，／収穫逓増の場  

（26）0♪・C左方lp・96‖（邦訳，149－50ぺ－㌢）   
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合を前提粧している。しかし他方，需要を大幅紅減じ，大豊失業を発生させ，  

賃上げ要求を引き下げることは許されぬとしている。   

最後紅ハロッドは，総実質需要が不足する場合のインフレ対策紅ついて述べ  

て－いる。そ・の場合ほ所得政策を考えるのであるが，所得政策への種々の批判に 

対してほ反論を加えて1、る。そしでそのような場合に，拡張主義的政策は所得政  

策を容易配するとしている。それほ，規模軋関する収穫逓増の状態に．あるので，  

需要の増大が生産性を高め，費用を下げて物価を下げるカが働き，所得政策の  

効果が容易軋現われるように．するのである。  

ⅠⅠⅠむすび  

以上のように．，ハロウドの著「貨幣」（1969）および「経済動学」（1973）払  

おける，彼の物価理論について詳細に．考察した。   

まず，貨幣数愚説軋対するハロッドの見解について述べた。   

ハロッドほ，貨幣数藍説を，フィツレヤーー型のものと，ケンブリッジ方程式  

で表わされるものとに．分けるもそして，まずフィツジャーの交換方程式の性格  

紅．ついて論ずる。次紅．，ケンプリッ㌔方程式として，第・－・紅，ケインズの「貨  

幣改革論」（1923）におけるもの紅ついて検討する。次紅，ピグーのより復雉な  

形のケンプリッ汐方程式紅，ついてふれており，続いて，それを改善したハロッ  

ド自身の方程式を示している。しかし，ハロッドの説明ほ非常に・簡単であり，  

また分りにくいので，ピグーとノ＼ロッドの方程式の含意紅ついて，詳しく解明  

した。   

ハロッドほ結局，正しく定式化された貨幣数蛍説は必然的責理であることを  

認めながらも，今日の新しい型のインフレーー・ション，すなわち「賃金＝物価の  

悪循環」についてほ．，説明出来ないことを強調している。たしかに，貨幣数盈  

説はせいぜいディマンド＝プル型のインフレ－ションの説明紅．利用できるだけ  

であって，コスト＝プッシュ型のインフレーションの説明に・ほ役立たない。し  

かし，今日のインフレ・－ジョンを論ずる場合，コスト＝プッシュ型のものが重  

要であるからと言って，ディマンド＝プル型のインフレ－ジョンも無視するわ   
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けに．ほゆかないのほもちろんである。   

ハロッドは，彼のインフレ－ション諭として，まず，インフレーションとい  

う語の意1味，インフレーションの原図の現代的問題，インフレ－ションについ  

ての歴史等について論じている。インフレ－ションの語儀としてほ，受動的意  

味，すなわち物価上昇の意味を採用している。現代の物価上昇の基本的な原凶  

としてほ，過度の賃金上昇の容認をあげている。そして，イギリス近代史にお  

いてほ貨幣価値がずっと安定して：いたのに，第二次大戦後事情が変り，インフ  

レ－ションの傾向が生じたことについで述べている。   

次にノ＼ロッドほ，ケインズの物価理論と二種頬の物価上昇の関係に／ついて．述  

べている。ケインズの「貨幣論」（1930）においては，物価上昇笹対するコスト  

＝プッシュとディマンド＝プルの寄与が区別されて：いるのに，「雇用・′利子および  

貨幣の一・般理論」（1936）に．おいて－ほ，コストキプッレユ的要因がはとんど消え  

ていることを指摘している。   

ところでノ、ロッドは，ディマンド＝プルは「賃金＝物価の悪循環」をひき起す  

かもしれないが，ディマンド＝プルがなくても，恵循環ほ起り得ることを強調  

している。   

それでほ，「賃金＝物価の悪循環」の原因としてほ，どのようなものを考えて  

いるのかというと，そ・れほ経済学的なものでほなく，広義における社会学的な  

ものであると考えている。そして，それは次のような諸段階から成っている。  

第一・紅，「より多額の賃上げを要求する人々の側に．おけるより大きな程度の積極  

行動主義」，第二紅，「賃上げを認める人々の側に．おける－・層容認的な態度」，籍  

三紅、「最終購買者の側における，より大きな容認的態度」を挙げている。そ・し  

て，悪循環の基本的な原因としては，生活の実質水準の向上ということを述べ  

ている。  

「償金＝物価の悪循環」の対策としては，金融引締めと財政黒字ほ．無効である  

とし，「所得政策」すなわち，賃金＝物価の動向への公的な干渉を，望ましいも  

のとして挙げている。そしてそ・れも，強制的でない方法と，法的制裁を伴うも  

のとの二段階を考えている。   
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最後に．ノ＼ロッドほ，「ハロッドの二分法」なるもの紅ついて述べている。こ・こ  

に偲，もう一・つの物価変動の原因に．ついて論じているのである。まず，このこ  

と紅関連し・こ，規模に関する収穫逓減の法則が働く場合と，収穫逓増の法則が  

働く場合とを分けている。収穫逓減の場合碇ほり 需要の増加ほ生産費を高め物  

価を上昇させるが，収穫逓増の場合に．ほ，逆に生産費を低下させ，物価を下落  

させる。そして先進国では平均して収穫逓増の場合であるとして，この場合を  

前提にして議論を進めている。そして，総実質需要が潜在的供給力を超えてい  

る場合と，それに・満たない場合の，双カについて－金融・財政政策の効果につい  

て論ヂる。これが「ハロッドの二分法．」ということである。需要が潜在的供給  

力を超えている場合には，金融。財政政策で需要を減らせば，物価上昇を抑制  

することができる。しかし，需要が潜在的供給力に満たない時に・ほ，需要を減  

らせば，規模に関する収穫逓増の法則のため，生産費が高くなり物価ほ上昇す  

る。需要を増やせば物価ほ下るのである。そこで，総実質需要が潜在的供給力  

を下回る場合紅は，拡張主義的政策（需要増大の政策）ほ，「所得政策」を容易  

にすることになる。   

と．ころで，以上のようなハロッドの物価理論の特徴としてほ，まず新しい型  

のインフレ－・ションである「賃金＝物価の悪循環」を墓祝していることである。  

そして－その原因としては，広義における社会学的な原因を考えている。さらに  

そ・の対策としては，とくに「所得政策」を考えている。そ・して，規模紅関する  

収穫逓増の法則と関連させて，「ハロッドの二分法」なるもノのを展開している。   

このように，ノ、ロッドは，その晩年にもかかわらず，第二次大戦後の新しい  

重要な問題であるインフレ－ジョン，とくに「賃金＝物価の悪循環」について，  

価値のある理論と対策の学説を展開したのである。しかし，このハロッドの物  

価論あるいはインフレ－ション論ほ，彼が永年にわたって築き上げた経済動学  

と，必ずしもうまく結びつけられてほいない。そこで，彼の物価理論をより精  

緻化するとともに，彼の経済動学の体系に，何らかの形でより緊密に結びつけ  

ることが，今後に残された「つの重要な課題であると思われる。   
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